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平
成
23
年
４
月
２
日

慰
霊
祭

総
会

直
会

大
震
災
後
、粛
々
と
齋
行

黒
川 

誠
（
会
長
）

ま
ず
、
本
年
３
月
11
日
に
発
生
し
た
東
日
本

大
震
災
で
東
日
本
を
震
源
と
す
る
地
震
と
津
波

に
よ
り
お
亡
く
な
り
に
な
ら
れ
た
方
々
に
対
し

て
、
謹
ん
で
お
悔
や
み
申
し
上
げ
ま
す
。

更
に
被
災
さ
れ
た
皆
様
方
に
心
よ
り
お
見
舞

い
申
し
上
げ
、
一
日
も
早
い
復
旧
を
ご
祈
念
致

し
ま
す
。

さ
て
、
今
年
の
慰
霊
祭
は
、
例
年
な
ら
ば
毎

年
の
慰
霊
祭
当
日
頃
は
靖
国
の
桜
は
満
開
で

我
々
を
迎
え
て
く
れ
た
も
の
で
す
が
、
３
月
中

の
気
温
の
低
さ
か
ら
３
分
咲
き
位
で
、
少
し
物

足
り
な
さ
を
感
じ
ま
し
た
。

そ
の
上
に
東
北
地
方
、
青
森
、
岩
手
、
宮
城
、

福
島
、
茨
城
、
さ
ら
に
は
千
葉
と
広
範
囲
に
及

昭和 49 年 2月 6日本会 30 年祭に当たり、靖国神社に
クェゼリン島慰霊碑の 2分の 1スケールの副碑を奉納、
当時の宝物遺品館に安置されました。現在は遊就館とな
り御祭神の在りし日のお姿を伝えるために奉納された遺
影が展示されている「靖国の神々」のコーナーで出口に
近い所に安置されています。

写真：本部所有
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ぶ
大
地
震
と
津
波
に
よ
る
大
災
害
が
３
月
11
日

に
発
生
し
ま
し
た
の
で
、
毎
日
流
れ
る
テ
レ
ビ

画
面
を
観
て
そ
の
被
害
の
大
き
さ
に
は
た
だ
た

だ
唖
然
と
し
ま
し
た
。

こ
こ
毎
年
の
こ
と
で
す
が
、
高
齢
に
な
っ
て

行
く
会
員
の
方
々
が
慰
霊
祭
に
出
席
す
る
人
が

少
な
く
な
っ
て
い
ま
す
が
、
今
年
は
更
に
追
い

打
ち
を
か
け
る
よ
う
な
東
北
の
大
災
害
が
あ

り
、
毎
日
の
よ
う
に
余
震
が
続
い
て
お
り
、
そ

れ
も
震
度
５
，
６
に
及
ぶ
激
し
い
も
の
で
、
被

災
さ
れ
た
方
々
は
尚
更
こ
た
え
る
も
の
で
あ
ろ

う
と
思
っ
て
い
ま
す
。

強
い
余
震
が
毎
日
の
よ
う
に
起
こ
り
、
遠
方

の
会
員
は
当
初
出
席
を
予
定
さ
れ
て
い
た
方
々

も
中
止
さ
れ
る
こ
と
と
な
り
、
参
加
者
は
大
分

少
な
く
な
り
ま
し
た
。

余
談
に
な
り
ま
す
が
、
本
会
が
こ
と
あ
る
毎

に
定
宿
の
よ
う
に
し
て
い
た
九
段
会
館
の
大
講

堂
の
天
井
が
崩
落
し
て
死
傷
者
が
出
る
よ
う
な

事
故
が
発
生
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。
そ
れ
以
来

無
期
限
の
休
館
と
な
り
、
つ
い
に
は
廃
館
と
な

っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
当
会
と
し
て
も
こ
れ
に

代
わ
る
ホ
テ
ル
を
用
意
し
て
今
後
の
対
応
策
を

計
画
し
て
お
り
ま
す
。
私
が
出
向
い
て
調
べ
た

ホ
テ
ル
案
を
７
ペ
ー
ジ
で
ご
覧
下
さ
い
。

敬
称
略

新
潟
県　

山
田
昭
雄　

栃
木
県　

菊
池
彦
亘 

大
串
直
行　

埼
玉
県　

西
勝
章
夫　

小
野
博
孝

小
野
ト
キ
子　

鈴
木
裕
子　

井
沢
邦
夫　

大
井

和
子　

小
松
順
子　

天
野
好
子　

小
田
原
利
子

小
田
原
実　

小
田
原
豊　

小
田
原
真
由
美　

小

田
原
由
樹　

藤
田
羊
一　

佐
藤
知
子　

髙
林
芳

夫　

千
葉
県　

泉
水
堯
恵　

泉
水
晃
子　

石
井

健
蔵　

東
京
都　

黒
川
誠　

笹
幸
恵　

山
田
二

美　

内
海
淑
子　

晝
間
志
津
子　

水
野
貞
二 

水
野
薫　

間
々
田
征
史　

間
々
田
邦
子　

田
島

昭
男　

田
島
智
恵
子　

谷
梯
初
江　

星
野
綾
子

番
場
信
子　

鈴
木
千
春　

中
村
順
子　

中
村
秀

夫　

草
場
寛　

若
狭
幸
子　

若
狭
健
一　

若
狭

恵
子　

若
狭
美
幸　

山
口
良
二　

西
田
恒
子 

神
奈
川
県　

佐
藤
隆
一　

佐
藤
章
子　

岡
野
智

津
子　

安
威
和
子　

糀
谷
友
孝　

森
井
静
子 

岐
阜
県　

堀
尾
洋
平　

吉
田
正
明　

山
口
県 

櫛
崎
馨　

愛
媛
県　

馬
場
清　

香
川
県　

松
原

敦
子　

福
岡
県　

平
田
郁
子　

石
松
順
子　

ご

来
賓　

徳
原
徳
子
（
ハ
ワ
イ
）

（
受
付
確
認
が
出
来
な
か
っ
た
方
が
６
名
い
ら

慰
霊
祭
出
席
者

黒川誠会長（神池庭園にて）総会スナップ：黒川会長と内海監査役
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っ
し
ゃ
い
ま
し
た
）　　
　

参
集
殿
で
は
髙
林
幹
事
よ
り
当
日
の
行
事
予

定
説
明
が
行
わ
れ
、
神
官
の
先
導
で
手
水
を
遣

っ
て
お
祓
い
を
受
け
、
型
通
り
の
儀
式
後
昇
殿

し
ま
す
。

ご
本
殿
で
神
官
の
祝
詞
奏
上
の
後
、
私
の
祭

文
奏
上
、
小
田
原
利
子
、
糀
谷
友
孝
、
石
川
正

興
、
若
狭
健
一
さ
ん
と
私
に
よ
る
玉
串
奉
奠
に

合
わ
せ
て
二
礼
二
拍
手
一
礼
作
法
に
則
り
、
参

拝
を
終
え
て
退
下
、
靖
国
会
館
前
で
記
念
写
真

撮
影
を
行
い
ま
し
た
。

靖
国
会
館
２
階
「
田
安
の
間
」
で
正
午
よ
り

総
会
を
行
い
ま
し
た
。

髙
林
幹
事
の
司
会
で
始
ま
り
、
議
長
に
草
場

幹
事
が
選
ば
れ
て
式
次
第
に
従
っ
て
議
事
が
進

行
し
ま
し
た
。

式
次
第

一
、　

開
会
の
辞

二
、　

会
長
挨
拶
（
会
務
報
告
）

三
、　

会
計
報
告

四
、　

会
計
監
査
報
告

五
、　

役
員
改
選
（
新
役
員
の
選
出
）

六
、　

新
会
長
の
挨
拶
（
役
員
選
出
）

七
、　

来
賓
挨
拶

八
、　

国
内
慰
霊
祭
行
事
の
発
表

九
、　

現
地
慰
霊
巡
拝
の
説
明
と
発
表

十
、　

そ
の
他

会
計
報
告
は
荒
木
常
任
幹
事
が
体
調
不
良
で

欠
席
の
た
め
私
が
行
い
、
内
海
監
査
役
よ
り
承

認
さ
れ
ま
し
た
。

今
年
は
役
員
改
選
の
年
で
、
あ
ら
か
じ
め
役

員
会
で
私
の
留
任
が
決
ま
っ
て
お
り
、
会
員
の

同
意
も
得
て
後
２
年
を
務
め
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。
役
員
人
事
は
会
長
の
指
名
と
な
り
、
全

員
留
任
と
な
り
ま
し
た
。

新
会
長
と
し
て
の
挨
拶
で
は
、
本
会
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
制
作
で
歴
史
と
伝
統
の
あ
る
本
会
の 

Ｐ
Ｒ
の
重
要
さ
を
説
明
致
し
ま
し
た
。

最
も
大
切
な
こ
と
は
こ
れ
ま
で
も
申
し
上
げ

て
参
り
ま
し
た
が
、
ク
ェ
ゼ
リ
ン
島
、
ル
オ
ッ

ト
島
で
の
現
地
慰
霊
巡
拝
が
滞
り
な
く
行
わ
れ

る
こ
と
で
す
。

今
日
ま
で
は
参
加
者
を
募
り
、
旅
行
社
に
リ

慰
霊
祭

総
会

花見自粛の看板（遊就館前）直会スナップ：徳原徳子さん（上）と櫛崎馨さん（下）
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平成 22年度　会計報告書

1）一般会計収支計算 2）一般会計財産目録

科 目 金 額 　
前 期 繰 越 9 4 0 , 3 4 2
年 会 費 7 2 0 , 0 0 0
寄 付 金 4 9 1 , 5 0 0
雑 収 入 2 9 , 4 0 0
受 取 利 息 1 1 3 , 0 1 3
小 計 1 , 3 5 3 , 9 1 3
合 計 2 , 2 9 4 , 2 5 5

科 目 金 額
慰 霊 費 2 2 6 , 8 7 0
広 報 費 4 9 3 , 7 8 0
会 議 費 1 0 6 , 5 6 6
雑 費 1 1 2 , 0 1 4
振 替 手 数 料 2 5 , 1 6 0
公 租 公 課 2 2 , 5 2 2
小 計 9 8 6 , 9 1 2
次 期 繰 越 1 , 3 0 7 , 3 4 3
合 計 　 2 , 2 9 4 , 2 5 5

資 産 の 部 負 債 の 部
科 目 金 額 科 目 金 額
現 金 1 1 1 , 7 6 8
普通預金 1 , 0 3 1 , 1 9 4
郵便振替 1 6 4 , 3 8 1

次期繰越 1 , 3 0 7 , 3 4 3
合 計 1 , 3 0 7 , 3 4 3 合 計 1 , 3 0 7 , 3 4 3

収 入 の 部 支 出 の 部
科 目 金 額 科 目 金 額

前期より繰越 9 , 0 0 0 , 0 0 0
次期繰越 9 , 0 0 0 , 0 0 0

合 計 9 , 0 0 0 , 0 0 0 合 計 9 , 0 0 0 , 0 0 0

※定期預金及び定額貯金として保管

自 : 平成 22 年 1 月 1 日
至 : 平成 22 年 12 月 31 日マーシャル方面遺族会

収入の部

支出の部

平成 22 年 12 月 31 日現在

3）特別会計

ス
ト
を
渡
せ
ば
「
マ
ー
シ
ャ
ル
方
面
遺
族
会
」

の
名
前
だ
け
で
簡
単
に
許
可
が
下
り
、
何
時
で

も
最
優
先
で
墓
参
が
出
来
る
も
の
と
信
じ
き
っ

て
い
ま
し
た
。

し
か
し
な
が
ら
昨
年
の
申
請
時
よ
り
環
境
は

大
き
く
変
化
し
て
い
る
こ
と
に
思
い
知
ら
さ
れ

る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

本
会
で
建
立
し
た
慰
霊
碑
が
あ
る
こ
と
か
ら

他
の
慰
霊
団
体
よ
り
も
申
請
す
れ
ば
即
許
可
さ

れ
る
も
の
と
思
っ
て
い
た
の
で
す
。
今
後
は
厚

生
労
働
省
経
由
で
外
務
省
よ
り
申
請
書
が
米
国

に
提
出
さ
れ
て
許
可
を
受
け
る
こ
と
と
な
り
ま

し
た
。

戦
後
65
年
も
経
て
ば
ク
ェ
ゼ
リ
ン
島
基
地
司

令
官
以
下
、
ス
タ
ッ
フ
も
組
織
も
戦
争
を
知
ら

な
い
世
代
で
す
。
ク
ェ
ゼ
リ
ン
、
ル
オ
ッ
ト
両

島
で
激
戦
が
あ
っ
た
こ
と
な
ど
誰
も
知
ら
な
い

こ
と
で
し
ょ
う
。
も
ち
ろ
ん
、「
マ
ー
シ
ャ
ル

方
面
遺
族
会
」
の
存
在
な
ど
は
知
る
由
も
な
い

と
思
い
ま
す
。

加
え
て
現
在
の
両
島
他
の
古
戦
場
は
毎
日
35

度
以
上
の
炎
熱
の
下
、
激
し
い
ス
コ
ー
ル
を
受

け
て
椰
子
の
木
を
始
め
す
べ
て
の
植
物
は
緑
一

色
と
な
り
、
環
礁
を
含
め
て
そ
の
環
境
は
楽
園

そ
の
も
の
な
の
で
す
。
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徳
原
徳
子
さ
ん
（
篤
志
会
員
・
ハ
ワ
イ
在
住
）

に
は
初
め
て
本
会
の
慰
霊
祭
に
来
賓
と
し
て
出

席
し
て
戴
き
ま
し
た
。
更
に
総
会
、
直
会
に
も

出
席
し
て
戴
き
、
そ
の
都
度
思
い
を
込
め
た
ご

挨
拶
を
戴
き
ま
し
た
。

徳
原
さ
ん
と
本
会
の
つ
な
が
り
は
「
本
会
の

恩
人
」
と
こ
れ
ま
で
何
回
も
本
誌
で
ご
紹
介
し

て
参
り
ま
し
た
が
、
席
上
、
ク
ェ
ゼ
リ
ン
島
に

あ
る
慰
霊
碑
の
建
立
に
は
夫
君
が
現
地
の
方
々

と
力
を
合
わ
せ
て
従
事
さ
れ
た
こ
と
を
直
接
お

聞
き
す
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。

国
内
慰
霊
の
発
表
は
岡
野
幹
事
よ
り
ご
案
内

し
、
現
地
慰
霊
の
発
表
は
髙
林
幹
事
よ
り
３
・

11
を
踏
ま
え
て
自
粛
中
止
の
や
む
な
き
に
至
っ

た
報
告
が
あ
り
ま
し
た
（
詳
細
は
６
ペ
ー
ジ
を

参
照
）。

ジ
ベ
・
カ
ブ
ア
・
マ
ー
シ
ャ
ル
共
和
国
大
使

に
は
、
来
賓
と
し
て
お
迎
え
す
る
こ
と
に
な
っ

て
い
ま
し
た
が
、
震
災
が
影
響
し
て
残
念
な
が

ら
欠
席
さ
れ
ま
し
た
。

総
会
が
無
事
終
わ
り
、
そ
の
後
は
総
会
会
場

が
そ
の
ま
ま
直
会
会
場
と
な
り
ま
し
た
。

席
上
、
今
年
２
月
に
行
わ
れ
た
「
戦
没
者
遺

児
に
よ
る
慰
霊
友
好
親
善
事
業
（
日
本
遺
族
会

主
催
）」
に
参
加
さ
れ
た
藤
田
羊
一
、
櫛
崎
馨

さ
ん
に
よ
る
報
告
が
行
わ
れ
る
な
ど
、
和
気

藹
々
の
内
に
終
了
致
し
ま
し
た
。

５
月
30
日
、
台
風
２
号
の
影
響
で
前
日
か
ら

激
し
い
雨
が
降
り
、
朝
に
な
っ
て
も
降
り
続
い

て
い
ま
し
た
。
厚
生
労
働
大
臣
か
ら
の
案
内
状

に
は
「
晴
雨
に
関
わ
ら
ず
式
典
は
開
催
さ
れ
ま

す
。
た
だ
し
荒
天
の
場
合
は
、取
り
止
め
ま
す
」

と
書
い
て
あ
り
ま
す
。
九
段
に
着
き
ま
し
た
ら

青
空
が
広
が
り
、
青
葉
が
眩
し
く
思
い
が
け
な

い
晴
天
に
な
り
ま
し
た
。

午
後
12
時
30
分
、
秋
篠
宮
同
妃
殿
下
が
ご
臨

席
に
な
ら
れ
、
開
式
。
参
列
者
一
同
が
国
家
を

斉
唱
。
厚
生
労
働
大
臣
が
式
辞
を
述
べ
、
大
臣

お
一
人
が
遺
骨
を
捧
げ
て
納
骨
を
行
う
。

秋
篠
宮
同
妃
殿
下
が
菊
花
を
献
じ
て
ご
拝
礼

に
な
り
、
参
列
者
一
同
こ
れ
に
倣
い
、
拝
礼
を

行
う
。
内

閣
総
理
大

臣
並
び
に

各
大
臣
の

献
花
、
関

係
国
駐
日

大
使
、
各

政
党
代
表
、

都
道
府
県

知
事
代
表
、

日
本
遺
族

会
並
び
に
遺
族
代
表
。
千
鳥
ヶ
淵
戦
没
者
墓
苑

奉
仕
会
会
長
が
各
々
献
花
し
、
そ
の
間
厳
か
に

「
故
郷
」、「
千
の
風
に
な
っ
て
」
等
が
演
奏
さ 

れ
、
午
後
１
時
15
分
に
閉
式
し
ま
し
た
。

平
成
９
年
３
月
23
日
、
ク
ェ
ゼ
リ
ン
か
ら
99

体
の
ご
遺
骨
が
お
帰
り
に
な
り
、
千
鳥
ヶ
淵
墓

苑
に
納
骨
さ
れ
て
い
ま
す
。

毎
年
各
方
面
か
ら
の
ご
遺
骨
の
帰
還
に
よ
り

六
角
堂
の
奥
に
大
規
模
な
納
骨
堂
が
作
ら
れ
て

お
り
、
そ
ち
ら
に
納
骨
さ
れ
て
い
る
と
聞
き
ま

し
た
。

今
回
は
硫
黄
島
、
東
部
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
等
で

収
容
し
た
遺
族
に
引
き
渡
す
こ
と
が
出
来
な
い

１
、６
９
９
柱
が
納
骨
さ
れ
ま
し
た
。

直
会

千
鳥
ヶ
淵
墓
苑
拝
礼
式

内
海 

淑
子
（
監
査
役
）

黒川会長と内海監査役
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平
成
21
年
、
22
年
、
23
年
と
３
年
連
続
し
て

本
会
の
現
地
慰
霊
は
実
施
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。

昨
年
22
年
と
今
年
23
年
は
実
施
の
予
定
で
計

画
を
し
て
お
り
ま
し
た
が
、
残
念
な
が
ら
叶
え

ら
れ
ま
せ
ん
で
し
た

ま
ず
昨
年
の
現
地
慰
霊
が
延
期
と
な
っ
た
理

由
は
本
部
便
り
第
23
号
に
詳
し
く
掲
載
し
て
い

る
通
り
で
ご
ざ
い
ま
す

今
年
も
実
施
の
予
定
で
参
加
希
望
者
に
書
類

を
発
送
す
る
直
前
の
３
月
11
日
に
東
日
本
大
震

災
が
発
生
し
ま
し
た
、

地
震
と
津
波
で
死
者
１
５
、２
６
９
人
、
行

方
不
明
者
８
、５
２
６
人
の
方
々
が
犠
牲
と
な

ら
れ
ま
し
た
。

命
が
助
か
っ
た
方
々
も
避
難
生
活
で
不
自
由

な
生
活
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
い
ま
す
。
避
難
者

は
１
０
２
、５
０
１
人
も
お
ら
れ
ま
す
。
心
よ

り
お
悔
や
み
と
お
見
舞
い
を
申
し
上
げ
ま
す
。

そ
の
後
の
福
島
原
発
事
故
は
日
々
影
響
が
拡

大
し
て
お
り
ま
す
、
こ
の
先
ど
の
よ
う
に
収
拾

さ
れ
る
の
か
ま
っ
た
く
見
当
が
つ
き
ま
せ
ん
、

こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
で
現
地
慰
霊
を
実
施
す

べ
き
か
ど
う
か
役
員
会
を
開
い
て
い
ろ
い
ろ
と

討
議
し
た
結
果
、
今
年
の
現
地
慰
霊
は
自
粛
す

る
事
に
決
ま
り
ま
し
た
。

参
加
希
望
者
は
26
名
で
し
た
。

今
後
の
ク
ェ
ゼ
リ
ン
島
入
国
に
つ
い
て

ク
ェ
ゼ
リ
ン
島
へ
の
入
国
申
請
方
法
が
今
ま

で
と
ま
っ
た
く
変
わ
り
ま
し
た

時
代
の
変
化
、
世
界
情
勢
の
変
化
、
特
に
テ

ロ
対
策
等
に
よ
り
入
国
審
査
が
厳
し
く
な
り
ま

し
た今

ま
で
は
（
昭
和
50
年
～
平
成
20
年
ま
で
）

現
地
ク
ェ
ゼ
リ
ン
基
地
司
令
部
と
マ
ー
シ
ャ
ル

方
面
遺
族
会
と
の
直
接
交
渉
で
入
国
許
可
が
下

り
ま
し
た
が
、
今
後
は
直
接
交
渉
が
出
来
な
く

な
り
ま
し
た
。

今
後
の
入
国
手
続
き
方
法
に
つ
い
て

ま
ず
入
国
申
請
に
必
要
な
書
類
を
揃
え
ま

す
。

■
訪
問
申
請
書
（
和
・
英
）

①
訪
問
施
設　
　

②
訪
問
場
所　
　
　

③
訪
問
日
時

④
訪
問
先
で
の
討
議
等
で
触
れ
る
内
容
に
お
い

て
予
期
さ
れ
る
秘
密
の
区
分

⑤
訪
問
目
的　

⑥
特
定
の
武
器
シ
ス
テ
ム
等
に
関
わ
る
場
合
、

そ
の
ア
イ
テ
ム
名

⑦
訪
問
先
担
当
者

⑧
備
考

⑨
訪
問
者
個
人
デ
ー
タ

■
訪
問
者
詳
細
（
和
・
英
）

名
前
（
姓
名
）

会
社
名
・
所
属
団
体

役
職

生
年
月
日

入
域
許
可

パ
ス
ポ
ー
ト
番
号

有
効
期
限

パ
ス
ポ
ー
ト
の
写
し

経
歴
表
・
訪
問
者
一
覧
・
日
程
表

以
上
の
書
類
が
必
要

以
上
の
申
請
書
類
を
厚
生
労
働
省
に
申
請
し

ま
す
、
私
た
ち
の
直
接
の
窓
口
は
厚
生
労
働
省

平
成
24
年

現
地
慰
霊
に
つ
い
て

髙
林 
芳
夫
（
担
当
幹
事
）
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で
す
の
で
そ
れ
以
降
の
流
れ
は
詳
し
く
は
判
り

ま
せ
ん
が
、
受
理
さ
れ
ま
す
と
厚
生
労
働
省
よ

り
外
務
省
へ
、
外
務
省
よ
り
外
交
ル
ー
ト
で
米

国
政
府
、
ペ
ン
タ
ゴ
ン
、
ク
ェ
ゼ
リ
ン
基
地
司

令
部
へ
と
書
類
が
回
る
よ
う
で
す
。

そ
し
て
入
国
許
可
の
返
事
は
早
く
て
３
カ
月

は
か
か
る
そ
う
で
す
。

平
成
24
年
の
現
地
慰
霊
は
11
月
初
旬
を
予
定

し
て
い
ま
す
。

申
請
方
法
が
変
わ
っ
て
初
め
て
の
事
で
す
の

で
申
請
手
続
き
は
早
め
に
行
い
ま
す
。
10
月
か

11
月
中
に
は
申
請
手
続
き
を
行
う
予
定
で
す
。

参
加
希
望
者
は
今
年
（
23
年
）
８
月
末
ま
で

に
本
部
ま
で
連
絡
を
下
さ
い
。

（
注
、
申
請
書
類
は
全
員
の
も
の
を
一
括
し
て

行
い
ま
す
。
申
請
後
、
ま
た
は
入
国
許
可
が
下

り
た
後
で
都
合
に
よ
り
キ
ャ
ン
セ
ル
す
る
こ
と

は
構
い
ま
せ
ん
。
一
括
申
請
後
の
個
々
の
申
請

は
出
来
ま
せ
ん
）

現
時
点
で
の
費
用
の
詳
細
は
わ
か
り
ま
せ

ん
が
、
参
考
ま
で
に
前
回
平
成
20
年
の
現
地

慰
霊
は
、
期
間
が
７
日
間
で
費
用
は
一
人

２
８
９
、０
０
０
円
で
し
た

参
加
希
望
者
に
は
追
っ
て
詳
し
い
案
内
書
を

お
送
り
し
ま
す
。　
　
　
　
　
　
　
　
　

以
上

九
段
会
館
閉
館
に
伴
う
ホ
テ
ル
の
ご
案
内

■
本
会
の
慰
霊
祭
、
永
代
神
楽
祭
な
ど
に
参
加
さ
れ
る
方
々
の
た
め
に
九

段
会
館
に
宿
泊
出
来
る
よ
う
に
予
約
を
し
て
参
り
ま
し
た
が
、
東
日
本
大

震
災
に
よ
り
同
館
の
大
講
堂
が
崩
落
し
て
多
数
の
人
災
事
故
が
発
生
し
、

５
月
15
日
の
日
本
遺
族
会
通
信
に
寄
り
ま
す
と
九
段
会
館
は
廃
業
と
決
定

に
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
の
宿
泊
に
つ
い
て
は
、
宿
泊
料
金
が
安
く
靖

国
神
社
に
近
い
と
こ
ろ
を
検
討
の
結
果
、
手
頃
な
ホ
テ
ル
を
見
つ
け
る
こ

と
が
出
来
ま
し
た
。
是
非
、
参
考
に
し
て
下
さ
い
。

ホテル  ヴィラフォンテーヌ
九段下

〒 101-0065　東京都千代田区西神田 2-4-4
　Tel：03-3222-8880  Fax:03-3222-8868

●ホテルから靖国神社までは徒歩約20分です。

＊図版は印刷物より抜粋させて戴きました。

●朝食無料サービス
パン・サラダ・コーヒーを主と
したビュッフェスタイル。
（7：00 ～ 9：30）

ヴィラフォンテーヌ
総合予約センター

インターネット予約

Tel:03-5339-1200

http://www.hvf.jp

客室料金（144室）

ご予約は

2008年3月現在

客室タイプ

スーペリアルーム ¥9,990 ¥12,000140cm
1 Bed

ベッドサイズ　

24時間受付（年中無休）おかけ間違いのないようお願いいたします

1名様 2名様
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子
供
の
頃
か
ら
墓
参
り
の
度
、
目
に
し
て
い

た
文
字
。
大
叔
父
の
墓
石
に
刻
ま
れ
た
文
字
。

蝉
の
声
だ
け
が
響
き
渡
る
静
か
な
墓
地
に
佇
む
。

「
昭
和
二
十
年
四
月
一
日　

マ
ー
シ
ャ
ル
群
島

ウ
オ
ッ
ゼ
島
に
て
戦
死　

鈴
木　

實　

享
年

二
十
六
歳
」

地
図
で
マ
ー
シ
ャ
ル
諸
島
ウ
オ
ッ
ゼ
島
の
位

置
を
確
認
す
る
度
に
思
う
。
日
本
か
ら
な
ん
と

遠
い
、
こ
ん
な
に
遠
い
場
所
で
・
・
・
彼
は
何

を
思
っ
て
い
た
の
だ
ろ
う
か
。海
を
見
な
が
ら
、

き
っ
と
故
郷
、
岩
手
、
花
巻
の
豊
か
な
緑
の
山

や
、
清
く
流
れ
る
北
上
川
、
愛
す
る
家
族
や
友

達
を
思
っ
て
い
た
こ
と
だ
ろ
う
。

四
月
、
は
じ
め
て
「
マ
ー
シ
ャ
ル
方
面
遺
族

会
」
に
出
席
し
た
。
私
は
こ
の
会
に
出
会
う
ま

で
、
時
間
が
か
か
っ
て
し
ま
っ
た
。

祖
母
が
だ
い
ぶ
前
に
亡
く
な
っ
た
た
め
情
報

が
な
く
、
大
叔
父
の
生
き
た
二
十
五
年
の
足
跡

を
辿
る
こ
と
は
す
べ
て
手
探
り
。
ど
こ
に
行
け

ば
何
が
わ
か
る
の
か
、
誰
に
尋
ね
れ
ば
い
い
の

か
、
ま
っ
た
く
の
白
紙
ス
タ
ー
ト
だ
っ
た
。
兵

籍
簿
を
入
手
し
、
彼
の
人
生
を
知
り
、
よ
う
や

く
全
体
像
が
見
え
て
き
た
。

十
七
歳
で
海
軍
に
志
願
し
、
横
須
賀
海
兵
団

～
上
海
陸
戦
隊
～
横
須
賀
砲
術
学
校
を
経
て
、

重
巡
洋
艦
「
愛
宕
」
に
乗
り
、
鍛
え
ら
れ
、
そ

の
後
、
三
菱
重
工
長
崎
造
船
所
で
艤
装
中
の
戦

艦
「
武
蔵
」
に
艤
装
員
と
し
て
乗
艦
し
た
。
本

来
で
あ
れ
ば
、
砲
術
、
測
的
の
下
士
官
と
し
て

最
新
鋭
の
二
号
艦
「
武
蔵
」
で
戦
う
は
ず
の
と

こ
ろ
、
約
一
年
後
に
マ
ー
シ
ャ
ル
諸
島
ウ
オ
ッ

ゼ
島
に
「
陸
戦
隊
」
と
し
て
渡
っ
た
。
海
軍

に
志
願
し
た
か
ら
に
は
、
さ
ぞ
か
し
「
武
蔵
」

で
、
不
沈
艦
と
謳
わ
れ
た
巨
大
戦
艦
で
、
戦
っ

て
死
に
た
か
っ
た
で
あ
ろ
う
と
彼
の
無
念
を
想

像
し
た
。
な
ぜ
な
ら
、
土
屋
太
郎
氏
の
「
籠
城

６
０
０
日
」、稲
毛
三
郎
氏
の
「
飢
餓
の
島　

ウ

島
戦　

夢
物
語
」を
読
ん
だ
後
だ
っ
た
か
ら
だ
。

そ
こ
に
記
さ
れ
た
飢
餓
地
獄
、
ウ
オ
ッ
ゼ
島
。

ク
エ
ゼ
リ
ン
や
ル
オ
ッ
ト
の
島
名
は
よ
く
戦
史

に
で
て
来
る
が
、
ウ
オ
ッ
ゼ
は
ほ
と
ん
ど
出
て

こ
な
い
。
絶
海
の
孤
島
で
二
カ
年
に
も
亘
る
飢

餓
と
の
戦
い
。
私
は
あ
ま
り
の
壮
絶
さ
に
、
大

叔
父
の
遺
影
を
見
つ
め
る
日
が
増
え
た
。
彼
は

二
十
五
歳
の
春
、
故
郷
か
ら
は
る
か
遠
く
離
れ

た
南
海
の
島
で
拳
銃
自
殺
・
・
・
短
い
生
涯
を

終
え
た
。
大
叔
父
さ
ん
、
貴
方
の
青
春
は
ど
ん

な
日
々
だ
っ
た
？
ど
ん
な
楽
し
み
が
あ
っ
た
？

ど
ん
な
仲
間
が
い
た
？
・
・
・
遺
影
は
何
も
答

え
て
く
れ
な
い
。

調
査
の
開
始
が
遅
す
ぎ
た
私
は
「
愛
宕
会
」

が
す
で
に
解
散
し
て
お
り
、
ま
た
「
武
蔵
会
」

も
活
動
を
や
め
た
こ
と
を
知
り
、
今
更
な
が
ら

戸
惑
っ
て
し
ま
っ
た
。
ご
存
命
の
戦
友
の
方
々

に
は
到
達
で
き
ず
、
行
き
止
ま
り
・
・
・
。
残

る
は
マ
ー
シ
ャ
ル
諸
島
。靖
国
神
社
に
問
合
せ
、

マ
ー
シ
ャ
ル
方
面
遺
族
会
と
し
て
、
会
が
存
続

し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
と
き
に
は
安
堵
し

た
。
し
か
し
、
大
叔
父
は
独
身
だ
っ
た
た
め
、

ウ
オ
ッ
ゼ
島
の
霊
砂

鈴
木 

千
春

（
東
京
都
）

鈴木實命（大叔父）
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大
姪
の
私
は
「
遺
族
」
に
入
れ
て
も
ら
え
る
の

か
、
ど
う
か
も
わ
か
ら
ず
、
入
会
資
格
は
な
い

と
思
い
込
ん
で
い
た
。
調
査
を
続
け
る
う
ち
、

昭
和
四
十
年
の
遺
族
会
の
古
い
会
報
「
環
礁
」

に
出
会
っ
た
。

昭
和
三
十
年
代
後
半
か
ら
四
十
年
代
に
続
々

と
各
遺
族
会
が
活
動
を
は
じ
め
た
こ
と
や
、
当

時
の
日
本
に
は
、
ま
だ
ま
だ
戦
争
の
名
残
、
傷

跡
が
色
濃
く
あ
っ
た
こ
と
。
現
地
へ
の
慰
霊
巡

拝
が
盛
ん
に
行
わ
れ
て
い
た
こ
と
。
私
に
は
読

む
記
事
、
全
て
が
新
鮮
だ
っ
た
。
し
か
し
大
叔

父
の
足
跡
調
査
に
は
、
当
時
の
広
範
囲
に
亘
る

「
中
部
太
平
洋
戦
線
」
全
体
の
戦
闘
状
況
を
知

る
必
要
が
あ
り
、
も
と
も
と
近
現
代
史
を
知
ら

な
い
私
に
は
、
途
方
も
な
い
厖
大
な
作
業
と
い

う
こ
と
が
わ
か
っ
た
。

弱
気
に
な
り
、
も
う
諦
め
よ
う
「
環
礁
」
を

読
む
の
も
や
め
よ
う
と
思
っ
た
そ
の
時
、
目
に

と
ま
っ
た
の
が
「
霊
砂
」
の
記
事
だ
っ
た
。
私

の
生
ま
れ
た
「
昭
和
四
十
年
に
海
上
自
衛
隊
の

護
衛
艦
「
あ
ま
つ
か
ぜ
」
で
マ
ー
シ
ャ
ル
各
島

（
ク
エ
ゼ
リ
ン
、
ル
オ
ッ
ト
、
ウ
オ
ッ
ゼ
）
の

砂
「
霊
砂
」
が
運
ば
れ
、横
須
賀
に
到
着
し
た
。」

と
い
う
記
事
だ
っ
た
。
ク
エ
ゼ
リ
ン
に
は
米
軍

基
地
が
あ
る
た
め
、
上
陸
に
は
外
国
人
は
も
ち

ろ
ん
、
米
国
人
も
特
別
許
可
が
必
要
な
制
限
地

域
。
日
本
人
遺
族
の
慰
霊
参
拝
、
遺
骨
収
集
な

ど
一
切
許
さ
れ
な
か
っ
た
。
何
度
も
粘
り
強
く

交
渉
を
重
ね
た
日
本
の
遺
族
会
の
意
向
に
理
解

を
示
し
た
米
軍
関
係
者
が
、各
島
の
砂
を
集
め
、

護
衛
艦
に
乗
せ
、
日
本
へ
送
っ
た
、
と
い
う
感

動
的
な
話
だ
っ
た
。

私
は
、
そ
の
記
事
か
ら
四
十
五
年
以
上
経
っ

た
今
、
当
然
、
霊
砂
は
残
っ
て
い
な
い
だ
ろ
う

と
、「
何
を
今
更
」
と
笑
わ
れ
る
の
を
覚
悟
し
、

ダ
メ
で
も
と
も
と
、遺
族
会
に
連
絡
し
た
。「
あ

り
ま
す
」
と
の
お
答
え
。
驚
き
だ
っ
た
。
こ
れ

は
「
奇
跡
」
だ
。
ま
さ
し
く
霊
砂
は
遺
骨
の
替

わ
り
。
ず
っ
と
大
切
に
保
存
さ
れ
て
い
た
貴
会

に
感
謝
、
感
謝
だ
っ
た
。
ま
た
、
私
の
よ
う
な

直
接
の
遺
族
、
遺
児
で
な
く
て
も
入
会
を
許
し

て
い
た
だ
け
た
こ
と
に
も
感
謝
で
あ
る
。

そ
し
て
今
年
四
月
、
靖
国
神
社
で
、
記
事
掲

載
か
ら
半
世
紀
近
い
年
月
を
越
え
、
ウ
オ
ッ
ゼ

島
の
「
霊
砂
」
を
、
大
叔
父
の
「
遺
骨
」
を
受

け
取
る
こ
と
が
で
き
た
。
本
当
に
「
有
り
難

き
」
こ
と
で
あ
り
、
私
は
大
切
に
鞄
に
入
れ
、

抱
き
か
か
え
て
家
路
に
つ
い
た
。
緊
張
し
て
し

ば
ら
く
封
筒
を
開
け
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た

が
、
大
叔
父
の
遺
影
に
靖
国
の
御
神
酒
を
供
え

た
際
、「
霊
砂
」
に
面
会
し
た
。
砂
は
細
か
く
、

サ
ラ
サ
ラ
と
音
を
立
て
た
。
南
の
海
の
潮
騒
が

聞
こ
え
る
よ
う
だ
っ
た
。

私
の
大
叔
父
を
追
う
作
業
は
ま
だ
ま
だ
ス
タ

ー
ト
ラ
イ
ン
。
迷
い
、
混
沌
と
し
、
い
つ
終
わ

る
の
か
全
く
不
明
。
し
か
し
、
立
ち
止
ま
っ
て

い
た
私
の
背
中
を
押
し
て
く
れ
た
心
強
い
出
会

い
が
あ
っ
た
。
作
家
・
手
塚
正
巳
氏
と
の
出
会

い
で
あ
る
。
彼
は
「
軍
艦
武
蔵
」「
凌
ぐ
波
濤
」

の
著
者
で
あ
る
。
水
交
会
で
お
会
い
し
、
大
叔

父
が
武
蔵
の
艤
装
員
だ
っ
た
こ
と
が
ご
縁
と
な

り
、
親
身
に
調
査
の
方
法
や
、
文
献
、
史
料
の

探
し
方
な
ど
貴
重
な
助
言
を
い
た
だ
い
た
。

「
人
の
足
跡
を
追
う
の
は
膨
大
な
エ
ネ
ル
ギ

ー
を
要
す
る
。
時
に
は
霧
に
閉
ざ
さ
れ
て
立
ち

す
く
み
、
呆
然
と
す
る
こ
と
も
あ
る
。
し
か
し

探
し
求
め
る
相
手
は
確
か
に
生
ま
れ
、
生
き
、

死
ん
で
い
っ
た
。
幻
で
も
想
像
の
産
物
で
も
な

い
。
あ
の
過
酷
な
時
代
に
生
き
て
い
た
と
い
う

事
実
を
常
に
心
に
置
い
て
、
様
々
な
資
料
の
中

か
ら
具
体
的
な
像
を
浮
か
び
上
が
ら
せ
る
。
人

の
一
生
を
追
う
こ
と
は
、
追
跡
す
る
者
の
こ
れ

ま
で
歩
い
て
き
た
過
去
を
振
り
返
る
こ
と
で
あ

り
、
結
果
と
し
て
自
分
自
身
を
知
る
手
が
か
り

に
な
る
。
あ
な
た
が
今
や
っ
て
い
る
作
業
は
、
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い
つ
の
日
か
貴
重
な
財
産
と
し
て
あ
な
た
の
中

に
残
る
は
ず
。
だ
か
ら
決
し
て
無
駄
で
は
な

い
。」
そ
う
言
っ
て
く
れ
た
。

私
は
実
家
に
帰
省
す
る
た
び
に
墓
前
に
報
告

し
て
い
る
。「
少
し
ず
つ
で
す
が
、
貴
方
の
青

春
時
代
に
近
づ
い
て
い
き
ま
す
。
も
う
少
し
待

っ
て
い
て
く
だ
さ
い
ね
。」

多
く
の
出
会
い
が
支
え
て
く
れ
て
い
る
。
貴

会
と
の
出
会
い
、
会
報
、
霊
砂
、
手
塚
氏
・・・
。

き
っ
と
こ
れ
か
ら
も
出
会
い
が
あ
る
と
思
う
。

学
ぶ
べ
き
こ
と
が
多
す
ぎ
て
、
途
方
に
暮
れ
な

が
ら
も
、
続
け
て
い
こ
う
と
思
う
。
南
の
島
で

散
っ
た
大
叔
父
の
「
声
な
き
声
」
を
聞
く
旅
を
。

皆
さ
ん
ご
存
知
で
し
た
か
、
靖
国
神
社
の
遊

就
館
の
展
示
室
に
沢
山
の
御
遺
影
が
飾
っ
て
あ

る
の
を
。
靖
国
の
神
々
と
し
て
４
展
示
室
の
壁

面
い
っ
ぱ
い
を
埋
め
尽
く
し
て
い
ま
す
。
ご
遺

族
の
皆
様
が
す
べ
て
奉
納
し
た
も
の
だ
そ
う
で

す
。申
し
込
み
順
に
並
ん
で
い
る
よ
う
で
し
て
、

索
引
簿
で
名
前
を
見
つ
け
る
と
、
ど
の
展
示
室

の
何
列
何
番
に
あ
る
か
分
か
る
よ
う
に
な
っ
て

い
ま
す
。
今
回
そ
の
奉
納
の
仕
方
を
調
べ
て
き

ま
し
た
の
で
、
ご
案
内
致
し
ま
す

御
遺
影
の
展
示
に
つ
い
て
（
案
内
書
よ
り
）

遊
就
館
で
は
、
御
祭
神
の
在
り
し
日
の
お
姿

を
後
世
に
伝
え
る
た
め
、
ご
奉
納
い
た
だ
い
た

御
遺
影
を
「
靖
国
の
神
々
」
の
コ
ー
ナ
ー
に
展

示
し
て
い
ま
す
。
ご
希
望
の
方
は
、
以
下
の
要

領
で
御
遺
影
を
ご
奉
納
下
さ
い
。

①
御
遺
影（
御
祭
神
の
写
真
）キ
ャ
ビ
ネ
版（
も

し
く
は
２
L
サ
イ
ズ
）で
ご
奉
納
下
さ
い
。（
注

意
）
写
真
は
返
却
し
ま
せ
ん
。
写
真
屋
で
予
め

複
製
し
て
ご
奉
納
下
さ
い
。
カ
ラ
ー
写
真
・
コ

ピ
ー
は
お
受
け
で
き
ま
せ
ん
。

②
御
祭
神
に
関
す
る
情
報　

次
の
事
項
に
つ
い

て
分
か
る
範
囲
で
お
書
き
下
さ
い
。

「
靖
国
の
神
々
」

 

山
口
良
二
（
幹
事
）

申込書雛型
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北
海
道　

岩
川
あ
い　

青
森
県　

下
川
与
三
郎 

宮
城
県　

相
馬
ツ
キ　

安
藤
と
し
え　

秋
田
県 

打
矢
和
子　

山
形
県　

長
岡
正
昭　

福
島
県 

冨
田
ミ
ツ　

根
本
さ
と
み　

古
市
キ
ノ　

茨
城

県　

鈴
木
ヨ
シ
エ　

栃
木
県　

菊
池
彦
亘　

大

串
直
行　

埼
玉
県　

宇
田
川
ひ
さ　

小
野
博
孝 

橋
本
強　

服
部
淑
子　

井
澤
な
を　

鈴
木
裕
子 

天
野
好
子　

小
田
原
利
子　

近
藤
マ
ス
エ　

佐

藤
知
子　

髙
林
芳
夫　

千
葉
県　

廣
原
実　

宮

本
博　

石
井
健
蔵　

相
川
孝
夫　

高
山
満
喜
男 

宮
崎
實　

東
京
都　

黒
川
誠　

藤
縄
安
子　

佃

信
一
郎　

高
坂
和
靖　

笹
幸
恵　

田
中
勲　

毛

塚
通
弘　

井
上
賀
雄　

内
海
静
枝　

晝
間
志
津

子　

水
野
貞
二　

間
々
田
征
史　

谷
梯
初
江　

番
場
信
子　

鈴
木
千
春　

星
野
綾
子　

中
村
順

子　

草
場
寛　

西
田
寿
子　

浜
田
つ
き
子　

山

口
裕
子　

西
田
恒
子　

神
奈
川
県　

佐
藤
登
志 

岡
野
智
津
子　

石
沢
洋
子　

鈴
木
友
季
子　

平

井
貢　

糀
谷
友
孝　

熊
沢
友
孝　

熊
沢
静
子 

石
渡
綾
子　

森
井
静
子　

鈴
木
純
孝　

新
潟
県 

山
田
輝
雄　

石
丸
進　

富
山
県　

池
田
淑
子 

広
島
富
子　

藤
木
義
房　

石
川
県　

木
村
久
子 

山
梨
県　

黒
川
正
文　

長
野
県　

由
井
芳
枝 

宮
下
勤
子　

岐
阜
県　

堀
井
洋
平　

吉
田
正
明 

静
岡
県　

服
部
く
に
ゑ　

大
畑
幸
夫　

野
崎
昭

二　

愛
知
県　

大
見
シ
ノ
ブ　

岡
島
み
ね
子 

安
藤
昌
子　

浜
田
芳
枝　

大
阪
府　

大
串
静
代 

和
歌
山
県　

福
井
敬
眞　

鳥
取
県　

井
上
輝
雄 

広
島
県　

藤
木
正　

佐
々
木
千
鶴
子　

浦
手
清

司　

瀬
戸
隆
子　

奥
井
禮
子　

山
口
県　

吉
永

峯
生　

道
源
陽
子　

香
川
県　

石
川
正
興　

富

田
佳
代
子　

愛
媛
県　

三
好
エ
ミ
子　

長
岡
俊

夫　

山
村
一
郎　

馬
場
清　

渡
部
守　

大
塚
喜

久
雄　

高
知
県　

山
本
忠　

野
島
鶴
美　

福
岡

県　

平
田
郁
子　

吉
松
貞
子　

佐
賀
県　

山
下

タ
エ　

熊
本
県　

土
田
利
子　

塚
野
ヨ
シ
子 

植
川
二
男　

宮
崎
県　

森
フ
サ
エ　

鹿
児
島
県 

川
越
コ
ウ　

松
野
下
サ
ツ
エ　

沖
縄
県　

宮
城

勇　

会
友　

キ
リ
バ
ス
友
の
会　

山
口
正
雄 

兵
頭
義
彦　
　
　

●
高
橋
鎮
夫
さ
ん
（
神
奈
川
県
・
平
成
22
年
11

月
12
日
逝
去
。
享
年
87
歳
。
村
上
会
長
時
代
よ

り
役
員
と
し
て
本
会
の
運
営
に
奉
仕
）

●
吉
田
貫
治
さ
ん
（
北
海
道
）

●
石
田
藤
美
さ
ん
（
香
川
県
）

●
渋
谷
セ
キ
ノ
さ
ん
（
新
潟
県
）

●
大
高
吉
郎
さ
ん
（
東
京
都
）

●
川
越
コ
ウ
さ
ん
（
鹿
児
島
県
・
享
年
99
歳
）

謹
ん
で
ご
冥
福
を
お
祈
り
致
し
ま
す
。

寄
付
者
芳
名
（
敬
称
略
）

訃
報

（「
祭
神
之
記
」
を
お
持
ち
の
方
は
そ
の
写
し
で

も
可
）

●
御
祭
神
の
「
階
級
」・「
氏
名
」・「
戦
没
年
月

日
」・「
死
没
場
所
」・「
戦
没
時
本
籍
県
」

●
奉
納
者
の
「
氏
名
」・「
住
所
」・「
電
話
番
号
」・

「
生
年
月
日
」「
御
祭
神
と
の
続
き
柄
」

③
奉
納
金　

御
一
柱
壱
万
円
を
お
納
め
い
た
だ

き
ま
す
。

以
上
を
遊
就
館
の
受
付
に
ご
持
参
戴
く
か
、

左
記
宛
先
に
御
郵
送
下
さ
い
。

〒
１
０
２
─

８
２
４
６

東
京
都
千
代
田
区
九
段
北
３
─

１
─

２

靖
国
神
社
遊
就
館
部
「
史
料
課
」
宛

ご
不
明
の
場
合
は
遺
族
会
本
部
、
ま
た
は
遊

就
館
０
３
─

３
２
６
１
─

０
９
９
８
へ
お
尋
ね
く

だ
さ
い
。 

以
上

■
本
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（
鋭
意
制
作
中
）
に
て

も
ご
遺
影
を
掲
載
す
る
予
定
で
す
。
何
枚
で
も

結
構
で
す
の
で
本
部
ま
で
ど
ん
ど
ん
お
寄
せ
下

さ
い
。



撮
影
　
ツ
カ
モ
ト
写
真
館（
靖
国
神
社
・
九
段
会
館
指
定
）

第
4

9
回

マ
ー

シ
ャ

ル
方

面
遺

族
会

慰
霊

祭
　

平
成
23年

4月
2日

　
於

  靖
国

神
社


